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巻
頭
言  

東
日
本
大
震
災
時
か
ら
12
年 

 
 

 
 

会
長 

菅
井 

茂 

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
３
年
目
の

昨
年
は
、
第

７
波
の
た
め

計
画
し
た
「
代
表
幹
事
会
」
を
開

催
で
き
ず
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
こ
そ
何
ら
か
の
形

で
総
会
を
開
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
は
卯
年
で
、
12
年

前
の
東
日
本
大
震
災
も
卯
年
で
し

た
。
あ
の
３
月
11
日
八
軒
中
学
校

で
は
「
同
窓
会
入
会
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
午
後
、
翌
日
に

控
え
た
「
卒
業
式
」
の
準
備
を
し

て
い
た
最
中
に
大
地
震
に
遭
っ
た

の
で
し
た
。
体
育
館
の
天
井
か
ら

電
灯
等
が
落
下
し
た
が
、
誰
も
ケ

ガ
す
る
こ
と
な
く
難
を
逃
れ
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
２
階
は
使
え
な

く
な
り
、
そ
の
夜
避
難
し
て
き
た

人
々
を
１
階
の
武
道
場
に
収
容
し
、

先
生
方
が
お
世
話
し
ま
し
た
。
翌

12
日
に
な
る
と
荒
浜
で
津
波
に
遭

っ
た
人
々
の
一
部
が
避
難
し
て
く

る
と
い
う
の
で
、
先
生
方
と
生
徒

の
有
志
が
北
校
舎
１
階
を
掃
除
し

津
波
被
災
者
を
迎
え
ま
し
た
。
更

に
翌
13
日
に
は
同
じ
津
波
被
災
者

の
中
野
地
区
の
一
部
の
人
た
ち
も

迎
え
、
八
軒
中
学
校
に
は
南
材
地

区
の
避
難
者
約
三
百
人
と
荒
浜
と

中
野
地
区
の
人
々
約
百
六
十
人
が

避
難
し
ま
し
た
。
こ
の
人
々
を
当

時
の
先
生
方
や
生
徒
た
ち
が
世
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
入
試
を

終
え
た
３
年
生
の
有
志
が
高
校
の

入
学
前
日
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

世
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
の
時

の
八
軒
中
学
校
の
対
応
に
感
謝
し

て
中
野
地
区
の
人
々
は
八
軒
中
学

校
を
去
る
時
に
桜
を
植
え
て
い
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
今
も
北
校
舎
の

所
に
あ
る
「
復
興
桜
」
で
す
。 

12
年
も
た
ち
、
先
生
や
生
徒
も

替
わ
り
、
当
時
１
〜
３
歳
だ
っ
た

乳
幼
児
が
今
の
中
学
生
で
す
。
震

災
の
記
憶
が
な
い
人
々
が
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
南
材

地
区
で
は
防
災
訓
練
を
中
学
校
と

一
緒
に
す
る
こ
と
で
大
震
災
の
風

化
を
防
ぎ
、
防
災
意
識
を
高
め
て

い
ま
す
。
昨
年
の
「
南
材
地
区
総

合
防
災
訓
練
」
等
で
も
八
軒
中
学

校
の
３
年
生
の
働
き
は
素
晴
ら
し

く
、
地
域
の
人
々
か
ら
多
く
の
賞

賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今

や
八
軒
中
学
校
の
生
徒
は
南
材
地

区
の
防
災
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
窓

会
と
し
て
も
彼
ら
の
働
き
を
誇
り

に
思
い
ま
す
し
、
一
緒
に
訓
練
を

し
た
彼
ら
が
、
今
後
の
災
害
時
に

積
極
的
に
活
動
し
て
く
れ
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。 

  

新
し
い
同
窓
生
を
迎
え
て  

令
和
３
年
度
同
窓
会
入
会
式 

 

令
和
４
年
３
月
９
日
、
令
和
３

年
度
（
第
75
回
）
仙
台
市
立
八
軒

中
学
校
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ
れ
、

１
４
５
名
を
新
た
に
同
窓
会
に
迎

え
ま
し
た
。 

当
日
は
、
工
務
店
を
営
む
傍
ら
、

仙
台
の
環
境
を
「
ご
み
の
排
出
量
」
、

「
緑
」
「
主
要
河
川
の
水
質
」
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
」

で
「
日
本
一
」
に
し
た
い
と
奮
闘

す
る
第
23
回
生
の
德
田
実
さ
ん
が
、

先
輩
と
し
て
お
話
を
し
ま
し
た
。 

 

德
田
さ
ん
は
と
て
も
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
に
あ
ふ
れ
た
方
で
す
が
、
そ

の
源
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
第
一
は
「
健
康
で
あ
る
こ
と
」
、

そ
し
て
「
規
則
正
し
い
生
活
を
し

な
が
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
を
築
き
、

そ
れ
を
崩
さ
な
い
こ
と
」
、
更
に

は
「
自
分
の
夢
や
目
標
を
定
め
て
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
と
努

力
す
る
こ
と
」
だ
と
述
べ
ま
し
た
。 

現
在
、
１
億
歩
歩
く
こ
と
を
目

標
に
、
平
成
31
年
の
元
旦
か
ら
１

日
も
休
ま
ず
、
毎
日
１
万
歩
歩
い

て
い
る
そ
う
で
す
。 

も
う
一
つ
の
目
標
は
、
「
環
境

日
本
一
仙
台
」
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
一
緒
に
行
動
し
て
ほ
し
い
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

最
後
に
長
渕
剛
さ
ん
の
「
乾
杯
」

を
熱
唱
し
て
、
後
輩
た
ち
に
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。 

 

八軒つうしん 

熱く語る德田さん 
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コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で  

執
行
部
会
を
１
年
ぶ
り
に
開
催 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
波
が
何
度
も
起
こ
る
中
で
、
八

軒
中
同
窓
会
は
執
行
部
会
の
開
催
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
続
き
、
前
年

度
の
執
行
部
会
で
確
認
し
た
代
表
幹

事
会
も
、
コ
ロ
ナ
第
７
波
と
酷
暑
の

た
め
開
催
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
令
和
４
年
11
月
27
日
、

約
１
年
ぶ
り
に
令
和
４
年
度
第
１
回

の
執
行
部
会
を
開
催
し
、
①
令
和
４

年
度
の
同
窓
会
入
会
式
、
②
「
八
軒

つ
う
し
ん
」
第
18
号
、
③
代
表
幹
事

会
、
④
総
会
及
び
役
員
改
選
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。 

 総
会
を
令
和
５
年
度
に 

そ
の
結
果
、
令
和
５
年
７
月
８
日

の
午
後
に
八
軒
中
学
校
の
武
道
館
を

お
借
り
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
た
総
会
を
ご
く
短

時
間
で
開
催
す
る
方
向
で
準
備
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
来
で

あ
れ
ば
そ
の
前
に
代
表
幹
事
会
を
開

催
す
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
も
見
な
が

ら
調
整
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

同
窓
会
へ
の
寄
付  

 

足
か
け
４
年
に
お
よ
ん
だ
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
同
期
会
や
ク
ラ
ス
会
等

の
大
規
模
な
集
ま
り
は
、
軒
並
み
延

期
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成

９
年
の
八
軒
中
学
校
新
制
50
周
年
・

創
立
62
年
記
念
事
業
を
き
っ
か
け
に

再
会
し
、
活
発
に
活
動
し
て
き
た
18

回
生
は
、
令
和
２
年
に
予
定
し
て
い

た
７
回
目
の
同
期
会
の
開
催
の
見
通

し
が
立
た
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
３
年
で
解
散
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
八
軒
中
同
窓
会
の
活
動

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
同
期
会
、

３
年
１
組
、
南
八
会
そ
れ
ぞ
れ
の
会

計
の
残
金
・
総
額
約
29
万
円
を
令
和

４
年
５
月
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

ま
た
、
４
年
に
一
度
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
に
同
期
会
を
開
催
し
て
き
た

第
19
回
生
も
、
「
41
よ
つ
ば
会
」
の

解
散
を
決
定
し
、
会
計
の
残
金
約
23

万
円
を
令
和
４
年
７
月
に
寄
付
し
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ご
厚
情
に
執
行
部
一
同
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

「
同
期
会
」
は
解
散
し
て
も
、
同

窓
生
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
総
会
な
ど
に
は
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 小
規
模
の
集
ま
り
は 

続
け
ら
れ
て
い
ま
す 

 

第
18
回
生
（
昭
和
40
年
卒
） 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
三
密
を
避
け
た
ス

ポ―

ツ
と
し
て
最
適
と
い
う
こ
と
で

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
み
を
開
催
し
ま
し

た
が
、
体
調
等
に
よ
り
参
加
者
が
減

り
ま
し
た
。 

南
材
・
八
軒
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

◎
４
月
７
日 

第
44
回 

グ
レ
ー
ト
仙
台
カ
ン
ト
リ
ー 

俱
楽
部 

８
名
参
加 

◎
７
月
７
日 

第
45
回 

グ
レ
ー
ス
リ
ッ
ジ 

カ
ン
ト
リ
ー
俱
楽
部 

９
名
参
加 

◎
10
月
６
日 

第
46
回 

グ
レ
ー
ス
リ
ッ
ジ 

カ
ン
ト
リ
ー
俱
楽
部 

10
名
参
加 （

直
野 

ま
り
） 

 

 

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
（
１
）  

八
軒
魂
で
踊
り
抜
け
！ 

令
和
４
年
８
月
５
日
、
学
区
内
の

河
原
町
商
店
街
に
お
い
て
３
年
ぶ
り

に
「
河
原
町
夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
八
軒
中
学
校

の
生
徒
が
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」

を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

紙
製
・
手
書
き
で
し
た
が
、
同
窓

会
で
急
遽
横
断
幕
を
作
成
し
、
後
輩

た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。 
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ご
あ
い
さ
つ  

地
域
の
愛
情
に
支
え
ら
れ
て 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校 

 
 
 
 
 

校
長 

西
海

さ

い
か

枝 ち 

恵
め
ぐ
み 

令
和
４
年
４

月
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
こ

の
１
年
、
私
が

八
軒
中
学
校
で

過
ご
し
て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
、
生

徒
が
と
て
も
素
直
で
子
供
ら
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
背
景
に
あ
る

も
の
は
、
や
は
り
「
地
域
の
子
供
た

ち
は
地
域
の
皆
で
育
て
よ
う
」
と
い

う
温
か
な
風
土
と
そ
う
い
っ
た
大
人

の
団
結
力
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

毎
朝
登
校
中
の
生
徒
に
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
て
く

だ
さ
る
地
域
の
方
々
、
学
校
の
教
育

活
動
に
い
つ
も
快
く
御
協
力
く
だ
さ

る
方
々
、
地
域
行
事
を
通
し
て
子
供

と
地
域
と
の
関
わ
り
を
創
っ
て
く
だ

さ
る
方
々
・
・
・
。
こ
の
よ
う
な
地

域
の
大
人
の
か
か
わ
り
が
子
供
た
ち

の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に
繋
が
っ

て
い
る
の
だ
と
日
々
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。 

 

さ
て
、
本
校
に
着
任
し
て
か
ら
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
組
や
地
域
の
様
々
な
行

事
等
に
お
い
て
、
度
々
地
域
の
方
と

一
緒
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
ご
自
身
が
八
軒
中
学
校

の
同
窓
生
で
あ
る
と
い
う
皆
様
と
お

会
い
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
は
い
つ

も
、
八
軒
中
学
校
の
生
徒
た
ち
へ
の

深
い
愛
情
と
温
か
い
支
援
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
八
軒
中
学
校
同

窓
会
の
絆
の
強
さ
と
歴
史
の
重
み
を

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

や
が
て
地
域
の
担
い
手
と
な
る
生

徒
に
と
っ
て
、
地
域
の
愛
情
に
よ
っ

て
育
て
ら
れ
た
経
験
は
と
て
も
大
切

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
経

験
に
支
え
ら
れ
、
彼
ら
も
ま
た
地
域

を
愛
し
、
母
校
を
大
切
に
思
う
大
人

に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。 

今
年
も
卒
業
生
が
八
軒
中
学
校
同

窓
会
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。 

 

 

新
し
い
同
窓
会
の
ご
担
当  

応
援
「
さ
れ
る
」
側
か
ら 

「
す
る
」
側
へ 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校 

 
 
 
 
 

教
諭 

手
塚 

敦
子 

「
で
き
な
い

こ
と
を
数
え
る

の
で
は
な
く
、
で

き
る
こ
と
を
充

実
さ
せ
て
い
こ

う
」
と
、
八
軒
中
学
校
で
の
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
三
年
生
が
間
も
な

く
卒
業
し
ま
す
。
確
か
に
、
常
に
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
優

先
に
考
え
て
の
学
校
生
活
で
は
、
何

事
も
そ
れ
以
前
と
同
様
に
行
う
こ
と

は
大
変
難
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ

で
も
、
互
い
の
良
さ
を
見
い
だ
し
な

が
ら
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切

に
、
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中
で
で
き

る
、
よ
り
質
の
高
い
活
動
を
目
指
し

て
、
生
徒
達
は
よ
く
頑
張
っ
た
と
思

い
ま
す
。
特
に
、
今
年
度
は
、
八
軒

中
学
校
の
最
上
級
生
と
し
て
、
あ
る

べ
き
姿
を
模
索
し
、
考
え
、
そ
し
て

下
級
生
に
示
そ
う
と
努
力
し
た
と
思

い
ま
す
。 

し
か
し
、
そ
の
傍
に
は
、
必
ず
、

保
護
者
の
方
々
、
地
域
の
方
、
そ
し

て
八
軒
中
学
校
の
同
窓
会
の
皆
様
の

応
援
・
お
力
が
あ
り
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

生
徒
一
人
一
人
が
、
八
軒
中
学
校

の
卒
業
生
と
し
て
、
応
援
さ
れ
る
側

か
ら
す
る
側
に
な
る
こ
と
を
意
識
で

き
る
「
同
窓
会
入
会
式
」
に
な
れ
ば

と
、
三
年
担
当
教
員
全
員
が
願
っ
て

い
ま
す
。 

 

 

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
（
２
）  

【
運
動
部
】 

第
71
回
仙
台
市 

中
学
校
総
合
体
育
大
会 

①
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

 
 
 
 

３
位 

②
卓
球 

男
子 

個
人 

 
 
 
 
 
 

２
位 

Ｃ
１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 
 
 

１
位 

女
子 

個
人 

 
 
 
 
 
 

２
位 

団
体 

 
 
 
 
 
 

２
位 

③
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

男
子 

個
人 

 
 
 
 
 
 

３
位 

団
体 

 
 
 
 
 
 

３
位 

④
新
体
操 

ボ
ー
ル
団
体 

 
 
 
 
 
 

３
位 



                        八軒つうしん第 18号        令和 5（2023）年 3月 8日（水） （４）                                            
 

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
（
３
）  

【
運
動
部
】（
３
ペ
ー
ジ
の
続
き
） 

第
71
回
仙
台
市 

中
学
校
総
合
体
育
大
会 

⑤
柔
道 

男
子 

個
人 
73
㎏
級 

 
 
 
 
 

２
位
、
３
位 

⑥
剣
道 

男
子 

個
人 

 
 
 
 
 
 

１
位 

⑦
陸
上 

砲
丸
投
げ 

 
 
 
 

４
位
、
７
位 

共
通
男
子
２
０
０
ｍ 

 
 
 

７
位 

⑧
水
泳 

男
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

２
位 

男
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

１
位 

男
子
50
ｍ
自
由
形 

 
 
 
 

４
位 

男
子
総
合 

 
 
 
 
 
 
 

８
位 

 

第
71
回
宮
城
県 

中
学
校
総
合
体
育
大
会 

①
柔
道 

男
子 

個
人 

73
㎏
級 

 
 

３
位 

②
剣
道 

男
子 

個
人 

 
 
 
 
 
 

２
位 

③
陸
上 

男
子
２
０
０
ｍ 

 
 
 
 
 

７
位 

④
水
泳 

男
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

２
位 

男
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

２
位 

男
子
４×

１
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
位 

男
子
４×

１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー 

リ
レ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

５
位 

男
子
総
合 

 
 
 
 
 
 
 

４
位 

 

第
54
回
東
北
中
学
校
体
育
大
会 

①
水
泳 

男
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

６
位 

 

【
文
化
部
】 

①
吹
奏
楽 

・
第
37
回
宮
城
県
管
打
楽
器
ソ
ロ 

コ
ン
テ
ス
ト 

中
学
生
の
部 

銀
賞 

・
第
65
回
宮
城
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー 

ル
予
選
仙
台
太
白
・
宮
城
野
若
林 

 

地
区
大
会 

中
学
校
小
編
成
の
部 

金
賞
・
代
表 

・
第
65
回
宮
城
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー 

 

ル
中
学
校
小
編
成
の
部 

 
 

金
賞
・
代
表 

・
第
65
回
東
北
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー 

 

ル
中
学
校
小
編
成
の
部 

 

銀
賞 

・
第
56
回
宮
城
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

コ
ン
テ
ス
ト
予
選
仙
台
宮
城
野
・ 

若
林
地
区
大
会 

中
学
校
の
部 

打
楽
器
四
重
奏 

 
 
 

銀
賞 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
三
重
奏 

銀
賞 

管
楽
六
重
奏 

 
 
 
 

銀
賞 

管
楽
七
重
奏 

 
 
 
 

銀
賞 

②
合
唱 

・
第
89
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽 

コ
ン
ク
ー
ル
宮
城
県
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 
 
 
 

銅
賞 

・
第
74
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル 

宮
城
県
大
会 

 
 
 
 
 

銀
賞 

・
第
34
回
宮
城
県
合
唱
ア
ン
サ
ン
ブ 

ル
コ
ン
テ
ス
ト 

中
学
校
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

銀
賞 

          

【
そ
の
他
】 

・
第
90
回
全
国
書
画
展
覧
会 

 
 
 
 
 

 
 

筆
都
大
賞
、
金
賞 

・
第
54
回
仙
台
市
中
学
校
生
徒 

地
図
作
品
展 

 
 

金
賞
・
日
本
測
量
協
会
長
賞
、 

 
 

銀
賞
、
銅
賞 

代
表
幹
事
、
ク
ラ
ス
幹
事 

現
在
、
代
表
幹
事
会
等
の
お
知
ら

せ
は
、
執
行
部
が
把
握
し
て
い
る
各

期
の
代
表
幹
事
等
へ
送
付
し
て
お
り

ま
す
が
、
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て

い
る
期
も
あ
り
ま
す
。
代
表
幹
事
、

ク
ラ
ス
幹
事
の
方
々
は
、
転
居
、
交

代
（
変
更
）
等
の
場
合
、
忘
れ
ず
に

事
務
局
で
あ
る
八
軒
中
学
校
を
経
由

し
て
執
行
部
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 ※ 

掲
載
に
当
た
り
執
筆
者
の
敬
称

は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

※ 

学
校
行
事
等
の
写
真
は
、
八
軒

中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
転

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

八
軒
つ
う
し
ん
第
18
号 

発
行
日 

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年 

３
月
８
日
発
行 

発
行
者 

八
軒
中
同
窓
会
事
務
局

〒
９
８
４―

０
８
２
７ 

 
 
 

仙
台
市
若
林
区
南
小
泉 

字
八
軒
小
路
９―

１ 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校
気
付 

  

今回も天候に恵まれた「陸上カー

ニバル」（令和 4年 10月 25日） 


